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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年12月8日(2016.12.8)

【公開番号】特開2014-95076(P2014-95076A)
【公開日】平成26年5月22日(2014.5.22)
【年通号数】公開・登録公報2014-027
【出願番号】特願2013-221624(P2013-221624)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  63/199    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   63/199    　　　　
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３３１　

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  （ａ）二酸、酸エステルおよびジエステルからなる群から選択される少なくとも１種類
の化合物と、
  （ｂ）少なくとも２種類のジオールとの重縮合生成物を含み、
  少なくとも２種類のジオールは、不均化ロジンジオールと、２，２－ビス（４－ヒドロ
キシフェニル）プロパンとを含む、ポリエステル樹脂。
【請求項２】
  前記不均化ロジンジオールが、不均化蒸留ロジン酸から誘導される、請求項１に記載の
ポリエステル樹脂。
【請求項３】
  前記不均化蒸留ロジン酸は、酸価が約１７６ｍｇ  ＫＯＨ～約１８０ｍｇ  ＫＯＨであ
る、請求項２に記載のポリエステル樹脂。
【請求項４】
  前記不均化蒸留ロジン酸が、未精製ロジン酸の不均化および蒸留によって得られる、請
求項２に記載のポリエステル樹脂。
【請求項５】
  前記不均化ロジンジオールが、ロジン酸およびグリセリンカーボネートから誘導される
、請求項１に記載のポリエステル樹脂。
【請求項６】
  前記ポリエステル樹脂が、約５０℃～約６５℃のガラス転移点を有する、請求項１に記
載のポリエステル樹脂。
【請求項７】
  前記ポリエステル樹脂が、約１１０℃～約１３０℃の軟化点温度を有する、請求項１に
記載のポリエステル樹脂。
【請求項８】
  前記ポリエステル樹脂が、約５ｍｇ  ＫＯＨ／ｇ～約３０ｍｇ  ＫＯＨ／ｇの酸価を有
する、請求項１に記載のポリエステル樹脂。
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【請求項９】
　前記ポリエステル樹脂は、約３～約１００の多分散指数（Ｍｗ／Ｍｎ）を有する、請求
項１に記載のポリエステル樹脂。
【請求項１０】
  二酸、酸エステルおよびジエステルからなる群から選択される少なくとも１種類の化合
物が、コハク酸、セバシン酸およびイソフタル酸からなる群から選択される、請求項１に
記載のポリエステル樹脂。
【請求項１１】
  （ａ）二酸、酸エステルおよびジエステルからなる群から選択される少なくとも１種類
の化合物と、
  （ｂ）少なくとも２種類のジオールとの重縮合生成物を含み、
  少なくとも２種類のジオールが、ロジンジオールと、２，２－ビス（４－ヒドロキシフ
ェニル）プロパンとを含む、ポリエステル樹脂を含むトナー粒子を含むトナー組成物。
【請求項１２】
　前記ポリエステル樹脂はアモルファスである、請求項１１に記載のトナー組成物。
【請求項１３】
　結晶性ポリエステル樹脂をさらに含む、請求項１２に記載のトナー組成物。
【請求項１４】
　前記トナー粒子は、約３μｍ～約２０μｍの粒径を有する、請求項１１に記載のトナー
組成物。
【請求項１５】
　前記トナー粒子は、約０．９３～０．９９の真円度を有する、請求項１１に記載のトナ
ー組成物。
【請求項１６】
　二酸、酸エステルおよびジエステルからなる群から選択される少なくとも１種類の化合
物が、コハク酸、セバシン酸およびイソフタル酸からなる群から選択される、請求項１１
に記載のトナー組成物。
【請求項１７】
　約５０℃～約５５℃での前記トナー組成物の熱凝固は、０～２０質量％である、請求項
１１に記載のトナー組成物。
【請求項１８】
　（ａ）二酸、酸エステルおよびジエステルからなる群から選択される少なくとも１種類
の化合物と、
  （ｂ）少なくとも２種類のジオールとの重縮合させることを含み、
  少なくとも２種類のジオールは、ロジンジオールと、２，２－ビス（４－ヒドロキシフ
ェニル）プロパンとを含む、ポリエステル樹脂を調製する方法。
【請求項１９】
　前記ロジンジオールは、ロジン酸およびグリセリンカーボネートから合成される、請求
項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ロジン酸は、未精製ロジン酸の不均化および蒸留によって得られ、前記ロジン酸は
、約１７６ｍｇ  ＫＯＨ～約１８０ｍｇ  ＫＯＨの酸価を有する、請求項１９に記載の方
法。
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